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都市基盤技術サイト（てくTechまちさんぽ）について

都市みらい推進機構トップページからのリンク（www.toshimirai.jp)

このバナーから本サイトにリンク

国交省からのリンク
日本語：http://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_tk_000057.html
英語： http://www.mlit.go.jp/en/toshi/index.html

http://www.toshimirai.jp/
http://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_machi_tk_000057.html
http://www.mlit.go.jp/en/toshi/index.html
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１．サイトの概要

＜趣旨＞
① 2020年に向けた官民連携による「シティーセールス」や「都市基盤技術（交通、都市
開発等）の海外展開」を目指した取組みの１つ

②これまでにない取組みとして官民連携による企業横断的な情報発信の受皿である
ポータルサイト（日本語、英語）を制作し、平成28年9月末に公開
↑
2020年に向けて「日本の都市基盤技術や都市への海外からの関心の高まり」や「民間企業

の海外向け情報発信の充実」が期待されるため

＜経緯＞
①平成26～27年度 国土交通省調査
・情報発信の必要性
・ポータルサイト形式がふさわしい
・企業ヒアリングを踏まえ、マスターサイトを作成
※ H27年度調査： http://www.mlit.go.jp/common/001138908.pdf

②平成28年度上期 アーバンインフラ・テクノロジー推進会議（UIT）
・参加企業を募り、マスターサイトをベースにポータルサイトを制作、公開（9月）
※ UIT ：国土交通省・地方公共団体・民間企業（デベロッパー、鉄道、建設等）による官民連携組織

③平成29年1月 UITから国土交通省関係各課へ説明→ 関係団体へ説明
１

http://www.mlit.go.jp/common/001138908.pdf


© 2017 Institute for Future Urban Development

１．サイトの概要

＜主要コンテンツ＞
①都市基盤技術 ・・・ まちづくりに関わっておられる方（専門家）向け
②まち歩き（東京）、（大阪） ・・・ 一般の方向け

※ サイトへの参加資格 ： UIT会員・非会員を問わず
今後の参加費用 ： 当初登載費 10万円（税込）＋管理運営費 6万円（税込、年間）

＜サイトの管理運営＞
アーバンインフラ・テクノロジー推進会議（UIT）
都市基盤技術サイト事務局 阿部、堀内、原田、福田

電 話 ： 03-5261-5625（都市みらい推進機構）
メールアドレス ： info-portal☆uit.gr.jp （☆印を@に置換えて下さい）
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２－１．日本語サイト

①トップページ

http://www.uit.gr.jp/info-portal/

３
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②都市基盤技術ページ （計１２４技術）２－１．日本語サイト

４
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②都市基盤技術ページ （計１２４技術）２－１．日本語サイト
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③まち歩き（東京）ページ （計１１３プロジェクト）

④まち歩き（大阪）ページ （計２４プロジェクト）

２－１．日本語サイト

６
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⑤参加企業一覧ページ（現時点で33社参加、各社トップページにリンク）

２－１．日本語サイト

：UIT会員（19社）

７
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⑥スマホ対応画面

⑦現在地表示機能
・スマホ、タブレットでまち歩きページ・エリア内で閲覧時に、現在地表示が可能

⑧日本語・英語サイト横断検索機能
・ページ上部にある検索キーワード入力欄に
日本語あるいは英語で社名、技術名を入れると関連コンテンツ一覧が表示される

２－１．日本語サイト

８
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２－２．英語サイト
①トップページ
・日本語サイトとの違いは「国交省メッセージ」

②都市基盤技術ページ
・基本的に日本語サイトと同じ分類で各社にリンク
・リンク先コンテンツは２５技術（日本語サイトの約１/５）

③まち歩き（東京）、（大阪）ページ
・リンク先コンテンツは３２プロジェクト（日本語サイトの約１/４）

http://www.uit.gr.jp/info-portal/en/

９
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３．今後の課題

下記の課題に対する国、関連団体＆事務局での対応

① 2020年に向けてのサイト充実（＆海外関係者への紹介）
都市基盤技術の海外展開、シティーセールス等の気運の盛り上がりに伴う
参加企業のリンク先コンテンツの更新・追加（特に英語サイト）

②アクセス増加に向けた関連団体から本サイトへのリンク
窓口の方に関連資料をメールしますので、ご対応をよろしくお願いします

③参加企業数の拡大
参加希望企業に事務局メールアドレス（2ページに記載）をお知らせ下さい

④国等の都市基盤技術の海外展開、シティーセールス等の
活動との連携

１０
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＜参考＞ アクセス実績（GoogleAnalyticsによる）

海外からのアクセス
＜比率の推移＞
10月 3％→ 11月 33％→ 12月 27％→ 1月 5%

＜10月：26件＞
英国：18 米国：4 フランス・ドイツ・シンガポール・パナマ：各1

＜11月：166件＞
ロシア：112 イタリア：27 オーストリア：10 英国・ドイツ：各7 中国・韓国・米国：各1

＜12月：89件＞
ロシア： 50 米国：30 英国・韓国・香港：各2 フランス・ポーランド・マレーシア：各1

＜ 1月：17件＞
米国： 10 オーストラリア：3 韓国：2 チリ・香港：各1

平成28年9月30日以降のアクセス実績（概要）

※ アジア諸国のアクセス増加に向けた対策が課題

期 間 9/30～10/31 11/1～30 12/1～31 1/1～31

アクセス数 ８９１ ５０４ ３３３ ３６１

内、海外からのアクセス ２６ １６６ ８９ １７

内、新規ユーザのアクセス ４４１ １６２ １５９ ２０１
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